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朝夕の風に秋の気配を感じる季節となりました。子供たちが楽しみにしている行事が続き、教室にも

元気な声が響いています。学習面でも、集中して取り組む姿がみられるようになってきました。 

さて、10月５日（月）で前期の通級の指導が終了します。保護者の皆様や在籍学級担任の先生方には、

ご協力いただき、誠にありがとうございました。後期の通級指導は、10月 1４日（水）から始めます。

後期も、一人一人の気持ちや成長を大切にしながら、安心して取り組める環境づくりを続けてまいりま

す。引き続き、温かく見守っていただけますよう、よろしくお願いいたします。 

 

 

☆☆ ことばの教室 交流会のお知らせ 参加の予定をお願いします！！ ☆☆ 

12月に「交流会」を予定しています。チーム対抗で、ゲームのコース作りに挑戦する企画です。

子供たちが作ったコースには、保護者の皆様にも挑戦していただく予定です！ 

子供たちだけでなく、ご家族の皆様にも楽しんでいただける交流会にしたいと考えています。ぜひ

ご参加ください。詳細は後日お知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

１０月 

２日（金）▲ことばの教室保護者会（講演会）（午後） 

５日（月）前期通級終了 

６日（火）～１３日（火）★保護者面談期間、ケース会議 

６日（火）★都難言協江東ブロック研究会（午後） 

9日（金）★前期終業式 

１3日（火）★後期始業式、都難言協専門研究会（午後）  

１4日（水）後期通級開始 

21日（水）▲幼保小中一貫教育会議・連携の日（午後） 

22日（木）▲専門家診断（午後） 

23日（金）▲押上小就学時健診(午後) 

 ２8日（水）グループ活動(吃音)（15時半～16時半） 

                １１月 

10日（火）▲都難言協江東ブロック研究会（午後） 

11日（水）グループ活動(言語)（15時半～16時半） 

13日（金）▲専門家診断（午後） 

１8日（水）グループ活動（吃音）(15時～16時) 

※開始時刻にご注意ください。 

２4日（火）▲通級指導学級研究会（午後） 

日にち  １２月１6日（水）  

受付開始 １４：５０ 

時間   １５：００～１６：３０  

場所   押上小体育館 

持ち物  水筒、動きやすい服装と上履き（保護者の方もご準備ください。） 

１０・１１月の行事予定

定 

★：全日指導なし 

▲：午後の指導なし 



吃音のグループ活動について 

 

 

ことばの教室では、吃音のある児童を対象としたグループ活動を月１回程度行っています。同じよう

に吃音のある友達と一緒に過ごす時間を、子供たちはとても楽しみにしています。今回は、グループ活

動で大切にしていることと、日頃の個別指導とのつながりについてご紹介します。 

 

〇グループ活動の意義について 

 吃音のある人は、およそ 100人に 1人と言われています。学年に 1人いるかいないかの割合の

ため、「この話し方をするのは自分だけ」と悩みを抱え込んでしまうことがあります。だからこそ、

吃音のある仲間と出会い、「自分だけじゃない」と実感できるグループ活動を大切にしています。 

実際にグループに参加した児童から、「仲間がいて安心した。」「自分以外にも吃音がある子がいて

びっくりした。」などの声が多く聞かれます。 

グループ活動では、吃音を隠す必要がなく、発言や発表に取り組みやすい環境を大切にしていま

す。自分の思いを言葉にしたり、友達の話に「自分も同じだ」と共感したりする経験を通して、自分

の話し方や吃音との向き合い方を考えるきっかけにしています。 

〇今年度のグループ活動 

 

 

 

 

 

 

５月の活動で今年度の３つの合言葉を考えました。

この合言葉に向かって、様々なことに対して前向きに

考えること、困難に直面した時には、自分一人で抱え

込まず周囲に頼りながら乗り越えることを目指して

いきます。 

〇個別指導とグループ活動のつながり 

担当者との個別指導で学んだことをグループ活動で生かし、グループ活動で考えたり感じたりした

ことを個別指導で振り返ることで、吃音についてより深く学ぶことに、つなげています。 

 

 

３つの合言葉 

〔発見キッズ〕 

自分のよさや友達のよさ、自

分の話し方や、困ったときの

工夫に気付くことができる。 

〔挑戦・チャレンジキッズ〕 

やってみたいことに自分から取

り組んだり、困ったときに友達

や先生に頼んだりすることがで

きる。 

〔のびのびキッズ〕 

吃音にとらわれず、自分ら

しくいることができる。 


